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◆はじめに 

平成２３年４月１日より、内科から独立

し、新たに呼吸器内科が開設されることと

なりました。 

新 た な 診療 科 とし て 開始 さ せて 頂 くた め 、

呼吸器内科について、現状も含めて説明さ

せて頂きます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◆呼吸器内科とは 

呼吸器内科は気管支・肺、胸膜などの呼

吸器系の病気を取り扱う診療科です。呼吸

を す る と い う こ と で 直 接 外 界 と 交 通 を 持

つ臓器であり、季節や環境などに大きく影

響されます。当院で診療させていただく疾

患としては、呼吸器悪性腫瘍（肺癌・胸膜

中皮腫など）、肺炎・胸膜炎など呼吸器・

胸膜感染症、気管支喘息、慢性閉塞性肺疾

患（肺気腫・慢性気管支炎）間質性肺疾患、

塵肺症、慢性呼吸不全、気胸、睡眠時無呼

吸症候群などの多くの種類があります。 
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疾患の特徴として慢性の管理から、緊急

入 院 や 救 命 救 急 セ ン タ ー で の 呼 吸 管 理 な

ど を 必 要 と す る 急 性 期 疾 患 ま で 幅 広 い 分

野です。 

高 齢 化 や 喫 煙 に よ る 慢 性 閉 塞 性 肺 疾 患

の増加、増え続ける肺癌、喘息に代表され

るアレルギー性疾患の増加、決して油断で

きない肺結核など、呼吸器疾患は増加の一

途にあります。また診断技術の進歩、新し

い治療法の確立がなされてきており、呼吸

器専門医への需要は高まる一方です。当院

呼 吸 器 内 科 は 日 本 呼 吸 器 学 会 認 定 施 設 と

して、高度でかつ優しい医療を提供するこ

とを目標にしております。従って、多くの

実践的な臨床能力が求められ、専門に偏る

こ と な く 全 般 的 な 内 科 の 知 識 を 持 つ こ と

も重要と考えています。 

日 常 診 療 で は す べ て の 呼 吸 器 疾 患 に 対

し て 対 処で き るよ う に心 が けて い ます が 、 

同時に、地域がん診療連携拠点病院として

肺癌患者の受け入れを積極的に行い、専門

的 な 部 分 の 役 割 も 果 た し て い こ う と 考 え

ています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

◆診療概要 

当科の診療 概 要 を 説 明 さ せ て 頂 き ます 。 

まずは外来診 療 か ら 説 明 さ せ て 頂 きま す 。 

当科の外来は、月曜日と木曜日が通常の予

約外来となり、火曜日と金曜日が初診外来

となっています。 

予 約 外 来 は 当 科 へ 定 期 受 診 の 患 者 と 紹

介患者、初診外来は紹介患者を中心に診察

を行っています。 

◆入院診療 

入院診療ですが、治療目的の入院と検査

目的の入院があります。 

治療目的の入院は、主に急性期治療や抗

癌剤治療などを中心に行っています。当科

は、松戸市の基幹病院として重症患者を数

多く受け入れたいと考えています。そのた

め、近隣の先生と連携を取りながら、在宅

治 療 と 入 院 治 療 を 上 手 に 行 っ て い き た い

と考えています。 

当 科 で の 入院 検 査は 気 管 支鏡 検 査で す 。

以前は日帰りで行っていましたが、検査後

の合併症を観察するため 4 月からは 1 泊 2

日で行うように変更しました。 

気管支鏡検査とは、肺または気管支など

呼吸器の病気を正確に診断するために、口

または鼻からのどを通して気管支鏡（気管

支ファイバースコープ）を気管や気管支の

中に挿入して内腔を観察したり、組織や細

胞、分泌物などの検体を採取する検査です。

気 管 支 鏡 検 査 は 火 曜 日 と 金 曜 日 に 行 っ て

い て 、 検査 当 日の 午 前中 に 入院 し て頂 き 、

午後に気管支鏡検査を行います。検査後は、

一泊経過観察し、問題がなければ退院とな

ります。合併症としては出血や気胸、発熱

などを確認することとなります。 

◆終わりに 

松戸市立病院呼吸器内科は、まずは私一

人からのスタートとなりました。少ない人

数 の た め 出 来 る こ と は 限 ら れ て し ま い ま

すが、近隣の諸先生方に御協力をして頂き

な が ら 診 療 を し て い き た い と 考 え て い ま

す。よろしくお願いします。 
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◆関節リウマチとは 

関 節 リ ウ マ チ は 主 に 手 や 足 の 関 節 が 痛

んだり腫れたりする原因不明の病気で、関

節 の 滑 膜 と い う 場 所 に 炎 症 が 生 じ る こ と

が病気の主体です。日本人の約１％がリウ

マチ患者と推定されており、男女比は１：

２程度と女性に多い病気です。リウマチで

は 痛 み に 加 え て 徐 々 に 関 節 が 変 形 し て い

くことが大きな問題です。これは滑膜の炎

症 が 長 く 続 く こ と で 周 囲 の 軟 骨 や 骨 が 壊

れてしまうことが原因です。 

◆リウマチの診断 

リウマチの診断には関節の症状、血液検

査、画像検査を総合的に判断することが必

要です。従来はレントゲンによる診断が主

流でしたが、より早期の診断が重要である

ことがわかってきましたため、最近では超

音波や MRI を用いて関節が破壊される前

の 段 階 で の 診 断 を め ざ す 方 向 に 変 わ り つ

つあります。 

◆リウマチの治療 

従 来 か ら 用 い ら れ て き た 鎮 痛 剤 や ス テ

ロ イ ド 剤 は 痛 み を 軽 く す る こ と は で き て

も、関節の変形を防ぐことはできませんで

した。抗リウマチ薬という薬も一部の患者

さんに恩恵をもたらしましたが、まだまだ

十分満足とは言い難いレベルでした。そん 

 

 

 

 

 

 

 

 

な 中 で 生 物 学 的 製 剤 と よ ば れ る 薬 剤 が 登

場してきました。この薬は関節内の炎症を

後 押 し す る サ イ ト カ イ ン と 呼 ば れ る 物 質

や 一 部 の リ ン パ 球 の 働 き を 阻 害 す る 作 用

があり、強力にリウマチの痛みや腫れを抑

え込むことができます。そして今までの薬

と 比 べ て も 遥 か に 強 く 関 節 の 破 壊 を 防 ぐ

効果があります。現在日本では５種類が使

用可能で、患者さんの病状や併用薬の状況

によって使い分けていきます。多くの患者

さんにとってとても有益な薬ですが、感染

症などの副作用、高価であることなどのた

め、すべての患者さんに使用できるわけで

はありません。 

◆リウマチ専門医の重要性 

以 上 よ り リ ウ マ チ 医 療 は 非 常 に 専 門 的

な知識が必要な時代となってきました。数

週 間 に わ た っ て 数 か 所 の 関 節 が 痛 ん だ り

腫 れ た り す る 場 合 に は リ ウ マ チ 専 門 医 へ

の受診をお勧めします。当院ではリウマチ

性 疾 患 の 診 療 体 制 を 充 実 さ せ る た め に 本

年 ５ 月 か ら リ ウ マ チ 膠 原 病 セ ン タ ー を 開

設しました。外来診察、生物学的製剤の点

滴の時間帯を拡大し、早期診断に不可欠と

な っ て き た 関 節 超 音 波 の 専 門 枠 も 拡 充 し

ました。また重症例には入院での対応も可

能です。さらに外科的治療が必要な患者さ

ん に 対 し て は 同 時 に 開 設 さ れ た 人 工 関 節

センター、脊髄脊椎センターとの連携を密

に と り な が ら 一 人 ひ と り の 患 者 さ ん に 最

も 適 切 と 思 わ れ る 医 療 を 提 供 し て い き た

いと考えております。  
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

★早期関節リウマチによる 

活動性滑膜炎の所見 

（滑膜の肥厚、滑膜の血流増加） 
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 松戸市立病院ではこれまで 20 年以上に

わ た り 数 多 く の 脊 椎 脊 髄 疾 患 の 専 門 的 な

治療を行っており、毎年 150 件以上の脊

椎脊髄手術が施行されております。各科の

専門分科が進む中、平成 23 年 5 月に当セ

ンターが開設されました。当センターでは、

こ れ ま で 蓄 積 さ れ た 豊 富 な 症 例 の 経 験 か

ら、それぞれの患者さんに最も適した治療

を考えています。 

◆主な対象疾患 

◆ 腰 部 脊 柱 管 狭 窄 症 （ 写

真 1） 

 加齢により背骨が変形 

したり靭帯が厚くなった 

りして、腰の神経の通り 

道である脊柱管が狭くな 

り、神経が圧迫されるこ 

とによって起こる病気です。症状は主に下

肢 の 痛 み ・ し び れ で 、 歩 い て い る う ち に

徐々に症状が重くなって歩けなくなり、し

ば ら く 休 む と 症 状 が 和 ら い で ま た 歩 け る

ようになるというのが典型的です（間欠性

跛 行 ）。ま た 、カ ー トを 押 して 歩 くな ど 腰

を 曲 げ て い る と 症 状 が 軽 く な る こ と が 多

く、自転車ならいくらでも乗れるという患

者さんも多くいます。通常安静時には症状

がほとんどなく、また腰痛はあったりなか

っ た り し ま す 。 症 状 が 強

く 、 薬 の 治 療 を 続 け て も

あ ま り 効 果 が な い 場 合 は

手 術 を 行 い ま す 。 手 術 は

大 き く 分 け て ２ つ の 方 法

が あ り 、 １ つ は 背 骨 の 一

部 と 靭 帯 を 切 除 し て 狭 く

なった脊柱管を広げる手術、 

も う １ つ は そ の 手 術 に ス ク リ ュ ー な ど の

金属で固定を追加する手術です（写真 2）。

手 術 法 は 患 者 さ ん の 腰 の 状 態 に 合 わ せ て

選択します。 

◆腰椎椎間板ヘルニア 

椎間板が傷んで亀裂が入り、中身が飛び

出 し て 神 経 を 圧 迫 す る こ と に よ っ て 起 き

る病気です。症状は主に下肢の痛み・しび

れです。保存的な治療でほとんどの患者さ

んは良くなるため、手術となる患者さんは

それほど多くはありません。手術が必要な

場合、当センターでは顕微鏡視下に手術を

行います（病態により適応にならない患者

さ ん も いま す ）。 同 様の 手 術を 内 視鏡 で 行

っている病院もあり、マスコミ等で取り上

げられることが多くなっていますが、どち

らも傷の大きさは変わりません。 

◆頚椎症性脊髄症（写真 3） 

 加齢により背骨が変形し 

たり靭帯がたるんで厚くなっ 

たりして、頚の神経の通り 

道である脊柱管が狭くなり 

神経が圧迫されることによっ 

て起こる病気です。症状は 

手足のしびれや動かしにく     

さ（お箸が使いにくい、ボタンがはめづら

い、歩きにくい、転びやすい）で、痛みが

出ることはあまりありません。排尿障害や

便秘がみられることもあります。症状が進

行する場合は手術となります。大きく分け

て、頚の前から行う方法と後ろから行う方

法の２つがあり、患者さんの病態に応じて

判断します。 

◆頚椎症性神経根症 

 加 齢 に よ る 背 骨 の 変 形 や 椎 間 板 ヘ ル ニ

アにより、脊髄から枝分かれした細い神経

が圧迫されて起きる病気です。症状は腕や

手の痛みやしびれです。多くは保存的な治

療で良くなり、手術になることはあまりあ 

りません。 （ 写 真 2 ） 

（写真 1） 

（ 写 真 ３ ） 
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 平 成 ２ ３ 年 ５ 月 よ り 当 院 に 人 工 関 節 セ

ンターが開設されましたので、その紹介を

させていただきます。 

関節外科の中で、人工関節置換術は傷ん

だ 関 節 の 機 能 障 害 を 劇 的 に 改 善 さ せ る 画

期的な治療法として注目されています。                                    

関 節 リ ウ マ チ や 変 形 性 関 節 症 が 進 行 す

ると、関節の痛みにより、思うように歩く

ことが出来ないなど、生活に大きな支障を

来たします。人工関節は傷んだ関節を金属

や特殊なポリエチレン、セラミックなどの

人工物に取替え、関節の痛みを取り除く手

術です。関節障害のために出来なかったこ

とが（外出や旅行など）、以前とほぼ同じ

よ う に 行 え る よ う に な る 画 期 的 な 手 術 で

す。術後に旅行が出来るようになり、外来

受 診 時 に 楽 し そ う に お 話 し し て く れ る 患

者さんの声を聞くことが出来ます。当科で

は、昭和 47 年よりチャンレー型人工股関

節を導入し、以来 1500 例を越える人工

股関節・膝関節置換術を施行してきました。

 2003 年における股関節・膝関節を含め

た手術件数は 121 件で、厚生労働省の調

査 で は 千 葉 県 下 で 最 も 人 工 関 節 の 件 数 が

多い病院でした。 

 その後も年々手術数は増加し、2007 年 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

には年間 200 例を超え、また人工肘関節

の症例も増えてきております。人工関節は

無 菌 的 に施 行 する こ とが 非 常に 重 要で す 。

そのために、クリーンルームで手術を行い、

さらに無菌防護服を着用し、感染予防を徹

底させています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

治療を順調に進めるためには、麻酔科の

先生をはじめ、放射線科、輸血室、検査部、

リハビリテーション科、外来・病棟・手術

室 等 多 く の ス タ ッ フ と の 協 力 が 重 要 で す

ので、今後もチームワーク良く診療を行っ

ていきたいと考えております。人工関節セ

ンターの役割は、患者さんの順調な回復を

目 指 し て 我 々 医 療 ス タ ッ フ が 効 率 よ く 協

力して診断・治療に携わることが出来る事

だと考えております。数年前より MIS（最

小侵襲手術）を取り入れ、さらに人工膝関

節 で は ナ ビ ゲ ー シ ョ ン も 導 入 し て お り ま

す。今後も最新の治療方法を取り入れ、ま

た 同 時 に 予 期 さ れ る 合 併 症 を 未 然 に 防 止

し、関節障害に苦しむ方々の福音となるべ

く努めて行く所存でおります。 

 
 
 

 
 
 
 

 

 

 

 

★変形性股関節症に対する人工股関節置換術 

 

★無菌防護服 を着用して人工関節手術を施行 

★関節リウマチによる肘関節障害に対する 

人工肘関節置換術 
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医学・医療は日々進歩し、患者さんのニ

ーズも変化し、その医療を支える社会が変

わる中、優良な医療を提供するために、医

学 教 育 は 常 に 変 化 し 新 し く な る こ と が 求

め ら れ てい ま す。 教 育・ 研 究セ ン ター は 、

松戸市立病院と東松戸病院において、医学

生 、 看 護学 生 、初 期 研修 医 、後 期 研修 医 、

若手医師・看護師等に対して教育の質を高

め、教育を行い、研究を支援する環境を改

善するために平成 23 年度 4 月に組織され

誕 生 し た新 し い部 門 です 。 私達 の 役割 は 、

教育を実践する医師・看護師等の指導者支

援を行うことも含みます。日進月歩する専

門分野を教育する医師・看護師らが、いか

に教え、評価し、教育を実施していくかに

おいて生じる疑問・問題点を、専門の立場

か ら 少 し で も お 役 に 立 つ よ う に 組 織 さ れ

た部門です。 

組織的には、医療教育研究部および看護

教育研究部から成り立っています。医療教

育 研 究 部 部 長 は 、 救 命 救 急 セ ン タ ー 部 長  

森本文雄、総合診療科部長の海辺剛志が担

当し、看護教育研究部は、松戸市立病院附

属看護学校で 20 年教鞭をとってきた三枝

多可子、東松戸病院人材開発室兼副看護局

長の関口明美が担当いたします。 

 松 戸 市立 病 院は 地 域の 基 幹病 院 とし て 、

国の新医師臨床研修医制度が平成 16 年に

始まって以来、毎年 10 名前後の若手医師

の初期研修を受け入れています。直接管理

型として 2 年間内科系・外科系・救急診療

部 門 な ど を 選 択 し て ロ ー テ ー ト 方 式 の 研

修を受けています。それ以外に千葉大学病

院の協力型として、あるいは近隣の病院か

ら単独では成り立たない産婦人科、新生児 

 

科、小児科などの特殊部門を受け入れてい

ます。 

 研 修 制 度 は 医 者 と な っ て 初 期 の ２ 年 間

は各科専門を選択せず、プライマリ・ケア

を 中 心 に 研 修 す る こ と が 求 め ら れ て 発 足

しています。その結果として有名な都市部

の病院や地域の基幹病院等に集中し、大学

の医局制度は崩壊しています。医師不足を

補 う た めに 大 学医 局 に依 頼 でき な くな り 、

自ら魅力的な研修プログラムを作成し、優

秀 な 若 手 医 師 を 集 め 育 て る こ と が 求 め ら

れています。 

さ ら に 大 学 医 学 部 付 属 病 院 で は 症 例 数

が少なく効率的に研修できないために、臨

床実習として一定期間、医者の卵である医

学生を受け入れています。彼らも初期研修

の 実 の あ る 病 院 で 研 修 す る た め に 病 院 見

学を兼ねて実習に来ます。彼らは、悩める

患 者 さ ん を 助 け た い と す る 崇 高 な 意 思 を

持っています。生半可なものでない効率的

で 有 効 な 研 修 プ ロ グ ラ ム を 実 践 し て い る

病院に集まります。   

初 期 研 修 の ２ 年 が 経 過 す る と や っ と 自

分 が 進 む べ き 専 門 の 科 を 決 め 後 期 研 修 を

受けます。そこでも専門性が確保され、高

度 医 療 を 行 っ て い る 病 院 に 若 手 医 師 が 集

まります。常勤医師は彼らの教育を行うた

めに、国の定めた基準による臨床研修指導

医 養 成 講 習 会 を 受 け る こ と が 求 め ら れ て

います。現在 37 名の常勤医師が研修を修

了しています。研修医を叱る場合でも、「褒

めて・叱って・褒めて」とサンドイッチの

よ う に 指導 し て、 や る気 を 引き 出 しま す 。

さらにプログラム作成では、知識偏重を避

け、一般目標、具体的目標、方略、評価を

定め、体験を通して一定の成果が上がるよ

う に 研 修 プ ロ グ ラ ム を 作 成 す る 方 法 を 学

びます。これらの根底には当院の病院事業

管 理 者 で あ る 植 村 研 一 総 長 が 推 し 進 め て

いる「新しい効果的な医学教育」がありま
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す。これは、例えば、子供に魚をあげるの

ではなく、魚の釣り方を教えるようなもの

です。単に医学の知識を詰め込むのではな

く、医療の現場で判らないこと（問題発見

能力）を自分で資料を集め自ら解決してい

く（問題解決能力）認知領域、また診療技

術・検査技術などの運動領域、更に患者さ

んに接する人間的態度、何時も勉強を続け

る習慣の形成などの情意領域の「情意教育」

があります。医学は日進月歩します。医学

生の時に覚えた知識の大半は、卒後研修を

終 え て 実 地 研 修 に 従 事 す る と き に は 古 く

なっていて、間違っている事さえあります。

自己学習・生涯学習を続けなければなりま

せん。もう一つ重要なことは医療に取り組

む態度です。患者さんの持つ病気だけでな

く、患者さんの不安や心の病を含めた全人

医療を展開する「医の倫理」の問題と、患

者・家族や他の医療スタッフに接する態度

（マナー）の問題があります。このマナー

の 中 で 最 も 重 要 な コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン 技

法を教育します。 

なお、東松戸病院はリハビリテーション、

緩 和 教 育 な ど の 慢 性 期 の 高 齢 者 医 療 に 対

して、全人的教育が必要です。また、両病

院の人的交流を図り、資質を高めたいと考

えています。 

こ の よ う な 姿 勢 で 立 ち 上 が っ た 部 門 で

すが、研究部門としては、医師単独、看護

師単独では成り立たない医療を鑑み、チー

ム 医 療 を 如 何 に 実 践 す る か を テ ー マ に 医

師・看護師等の協同による研究を行う予定

です。どうぞご理解ご支援の程よろしくお

願いします。 

 

 

 

 

看護局の理念は「私たちはすべての人か

ら信頼され、安心される看護を目指します」

と設定しています。看護は、人間の生活に

深く関わる職業であり、対象者の生命、人

格 お よ び 人 権 を 尊 重 す る こ と が 基 本 と な

り、生涯を通して研鑽が必要です。松戸市

立 病 院 は 急 性 期 総 合 病 院 と し て の 機 能 が

ありますが、近年の医療の高度化は著しく、

看 護 も そ れ に 対 応 す る た め の 高 度 な 知 識

や技術が必要であり、さらに特定の領域を

専 門 と す る 看 護 師 も 求 め ら れ る よ う に な

ってきました。質が高く、安心で安全な医

療を提供するためには、多種多様な医療ス

タッフが、各々の高い専門性を前提に、目

的と情報を共有し、業務を分担しつつもお

互いに連携するチーム医療が必要です。 

 看 護 実 践 の 場 は 看 護 を 必 要 と す る 対 象

者が存在するところすべてであり、ニーズ

に対応するためには、保健・医療・福祉の

分 野 に わ た る 様 々 な 知 識 を 活 用 し て 看 護

しなければなりません。患者さんを中心と

したチーム医療を行うためにも、看護師は

他 職 種 と の 協 働 ・ 連 携 を 図 る た め の 蝶 番

（ちょうつがい）のような役割を担う重要

な職種といえます。 

 看 護 師 に な る た め の 大 学 や 専 門 学 校 な

どでの教育を看護基礎教育といい、看護師

免 許 を 取 得 し た 時 点 は ス タ ー ト ラ イ ン で

す。その後も各自が継続的に学習していく

ことが必要ですが、病院組織としても看護

継続教育を支 援 し て い く こ と が 重 要で す 。 

今 ま で も 看 護 局 に 教 育 を 担 当 す る 部 署 は

ありましたが、それに加えて平成２３年４

月 よ り 教 育 研 究 セ ン タ ー が 新 た に 設 置 さ

れ、医療教育研究部とともに看護教育研究

部が発足しました。 

 看護教育研究部には、よりよい看護のた

め の 学 習 機 会 の 提 供 や 研 究 の 支 援 を 含 め

た教育的役割があります。医療教育研究部

と連携しつつ、看護実践能力の高い人材の

育 成 と 看 護 の 専 門 性 の 向 上 に 取 り 組 ん で

いきたいと思います。 
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◆はじめに 

皆 様 が 薬 剤 師 と 思 っ て 一 番 先 に 思 い 浮

かぶのは、薬店や保険薬局（調剤薬局）の

薬剤師かもしれません。それに比べて、病

院 薬 剤 師 は あ ま り 表 に 出 な い と こ ろ で 働

いています。そこで、病院薬剤師がどのよ

うな仕事をしているのか、その一部をご紹

介します。 

◆調剤 

病院においては、外来処方は医薬分業の

理 念 の 元 に 院 外 処 方 せ ん を 発 行 し て い る

ので、入院処方せんの調剤が中心となりま

す。また、注射薬の調剤も薬剤師の重要な

仕事です。 

◆医薬品情報管理 

医薬品情報室では、問い合わせに備えて

医薬品に関する最新情報を整理収集、加工

し、専門的評価を加えて、コンピューター

によりデータベース化し、整理・保管して

います。 

◆院内特殊製剤の作成 

治 療 上 不 可 欠 な が ら 市 販 さ れ て い な い

製 品 を 院 内 特 殊 製 剤 と し て 作 製 し て い ま

す。臨床的、科学的に評価されているにも

関わらず、原料が医薬品でない試薬を用い

る 場 合 や 適 応 外 使 用 を す る 場 合 が あ り ま

す。そのため、病院の作製許可を得て、患

者さんに十分な説明をした後、同意をいた

だいた上で、院内特殊製剤が処方されます。 

◆抗がん剤治療への関わり 

抗 が ん 剤 治 療 は 副 作 用 の 発 現 を 最 小 限

に し て 最 大 の 効 果 を 上 げ な く て は な り ま

せん。そのために、薬剤師は当院で行われ

て い る す べ て の 抗 が ん 剤 の 治 療 内 容 を 把

握しチェックして、適正な方法で適正な量

の治療が行われているかを確認した後、調

剤をしています。また、注射の抗がん剤は

薬 剤 師 が 薬 局 の 注 射 混 合 室 に て 清 潔 で 安

全な環境の中で混合しています。 

◆ 病 棟 薬 剤 師 の 役 割 と チ ー ム 医 療 へ の 関

わり 

薬 剤 師 は 、 薬 の 専

門 家 と し て 医 師 と と

も に 患 者 さ ん の 薬 物

療 法 に 多 く 関 わ っ て

い ま す 。 特 に 、 病 棟

担 当 の 薬 剤 師 は 患 者

さ ん の ベ ッ ド サ イ ド

に行き、薬の説明を行い、効果や副作用の

チェックを行っています。また、チーム医

療の一員として、感染症コントロールチー

ム・緩和ケアチーム・栄養サポートチーム

などに参画し、よりよい医療に貢献してい

ます。 

◆薬学部実習指導 

現在、薬学部は医師と同じ６年制となっ

ています。そこで、病院薬局での 11 週間

の 実 務 実 習 が 必 須 と な り 当 院 薬 局 で も 多

く の 実 習生 を 受け 入 れて い ます 。 これ は 、

未 来 の 薬 剤 師 を 育 て る 上 で 我 々 の 責 務 で

あるため、積極的に教育に関わっています。

◆終わりに 

病 院 薬 剤 師 の 仕 事 の 一 部 を ご 紹 介 し ま

した。お薬について気になる事、不安な事

がありましたら、正面玄関を入って右奥に

窓口があります。どうぞ、いらっしゃって

ください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

市立病院をは じめて受診される方へ 

＜受付時間＞ 

午前８時３０分から午前１１時まで 

＜休診日＞ 

土・日・祝祭日・年末年始 

（休診日が異なる場合があります。詳

細はホームページ等をご覧下さい。） 


